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研究成果の概要（和文）：　本研究は大学生等を対象とした縦断的調査等の結果に基づき、食行動や食品群別摂
取状況、飲酒・喫煙行動に影響を与える要因を明らかにして、生活習慣病の一次予防を図るための支援的環境の
構築に生かすことを目的とした。解析結果から、主に「女子大学生の間食行動と心理的ストレスとの関連」「女
子学生の食の嗜好性と食行動・食品群別摂取状況との関連」「調理技術の自己評価の向上が女子学生の栄養素等
摂取状況に及ぼす影響」「女子大学生の飲酒行動の変化と関連要因」「男子学生の喫煙行動と喫煙に対する恩
恵・負担の認識との関連」等を明らかにした。今後、これらの知見を、若年層を対象とした新しい健康支援策に
活用することが期待される。

研究成果の概要（英文）： This study aimed to identify the factors that influence eating behavior, 
intake of six food groups, and drinking and smoking behavior among university students and other 
subjects.
 The results of the statistical analysis revealed mainly “Correlation between snacking behavior and
 interpersonal stress in female university students”, “Relationships between food preferences, 
eating pattern, and nutrient intake in female university students”, “Effects of self-evaluation of
 cooking skills on nutrient and other dietary substance intake among female college students”, “
How the perception of pros and cons of smoking correlates to male college students’ smoking 
behavior”, and “Correlation between changes in drinking behavior of female university students and
 pros/cons of alcohol intake”.
 These findings could help create a new health support system for the primary prevention of 
non-communicable diseases, particularly for youth. 

研究分野：衛生学・公衆衛生学

キーワード： 生活習慣病　健康行動　学生　食行動・栄養　飲酒　喫煙　縦断研究　NCDs

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　生活習慣病は健康増進や健康寿命延伸の阻害要因であり、その一次予防は、日本の健康政策の重点課題でもあ
る。生活習慣病は青少年期からの食生活等の生活行動が影響することから、若い世代を対象に、疾病を未然に防
ぐための新たな予防策を推進する必要がある。本研究の意義は、日本国内の大学生等を対象とした縦断的調査等
の結果に基づき、食行動や食品群別摂取状況、飲酒・喫煙行動に関連・影響する要因を明らかにして、生活習慣
病の一次予防を図るための支援的環境の構築に活用し得るエビデンスを提示したことにある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
生活習慣病は健康増進や健康寿命延伸の阻害要因である。生活習慣病の一次予防は、QOL
（Quality Of Life：生活の質）の低下防止に必要不可欠であり、日本の健康政策「健康日本 21
（第二次）」（厚生労働省, 2012）の重点課題でもある。さらに、生活習慣病は青少年期からの食
生活等の生活行動が影響することから、若い世代を対象に、疾病を未然に防ぐための新たな予防
策を推進する必要がある。近年、日本では、青少年層の野菜類摂取不足や朝食欠食、特定食品へ
の過度な依存等が問題視されている。生活習慣病の一次予防を推進するためには、食行動の早期
改善が重要といえる。若い世代の喫煙に伴う健康影響も憂慮される。若年者の冠動脈疾患と喫煙
との関連や未成年期からの喫煙と成人期における喫煙継続のリスクが指摘されている。「未成年
者の喫煙をなくす」ことは、健康日本 21（第二次）の目標でもあり、たばこ抑制策の充実が必
要である。また、未成年大学生等の飲酒とその後の健康影響を憂慮する報告も散見される。継続
的な飲酒による悪性新生物などの生活習慣病のリスク低減のみならず、学生のアルコール摂取
に伴う事故等を未然に防ぐための支援策が求められる。 
 
２．研究の目的 
 大学生等を対象とした縦断的調査等の結果に基づき、食行動や食品群別摂取状況、飲酒・喫煙
行動に影響を与える諸要因を明らかにする。また、健康行動の改善に有用な介入方法を検討する
ための基礎研究として、日本人向け包括的ヘルスリテラシー尺度について検討する。これらの研
究を通して、生活習慣病の一次予防を図るための支援的環境の構築に活用し得る健康情報を提
示する。主に以下の 3つの研究を進める。 
1) 食行動及び食品群別摂取状況に関連・影響する諸要因（食の嗜好性、心理的ストレス、調理
技術の自己評価、食習慣変容ステージ）に関する研究 

2) 喫煙・飲酒行動に関連・影響する Prosと Consの認識に関する研究 
3) 日本人を対象としたヘルスリテラシー尺度の開発に関する基礎研究 
 
３．研究の方法 
国内 5～6 府県を所在地とする大学などの学生を対象に、横断的・縦断的なアンケート調査を
インターネットにて実施した。「研究の目的」の 1)及び 2）に関する縦断調査は 3年間継続した。
アンケート調査の内容は、基本属性、食品群別摂取、朝食摂取、間食、飲酒、喫煙、健康行動の
変容ステージ、食の嗜好性、心理的ストレス、意思決定バランスに関する項目等で構成した。上
記の縦断調査に加えて、「研究の目的」3)について、健康行動とヘルスリテラシーに関するアン
ケート調査を別途実施した。縦断的解析、多変量解析等を用いて、食・飲酒・喫煙等の健康行動
に関連・影響する要因を検討した。さらに、ヘルスリテラシー尺度の妥当性を検証して、健康行
動に影響を与えるヘルスリテラシーの効果を測定するための基礎研究として位置付けた。これ
らの解析結果に基づき、若い世代の生活習慣を支援するための方策について検討を行った。 
 
４．研究成果 
【成果 1】食習慣変容ステージ別にみた食行動・食品群別摂取状況の変化 (論文①) 
行動変容理論 Transtheoretical model（TTM）の主要コンストラクトであるステージ理論に着
目し、女子学生の食行動・栄養素等摂取状況との関連を横断的・縦断的に解析した。学年別・食
習慣の変容ステージ別に横断的にみた食行動・食品群別摂取状況では、間食のみに有意差を認め、
上位群（実行期、維持期）は中位群（準備期）及び下位群（無関心期・関心期）よりも摂取頻度
が低かった。一方、食行動・食品群別摂取状況の 1年時と 2年時の得点変動を縦断的に見ると、
いずれの食習慣の変容ステージにおいても 1 年時から 2 年時にかけて食行動及び食品群別摂取
状況に改善傾向は認められず、健康的な食習慣を 6 か月から 1 年以上継続することの困難さが
示唆された。以上の結果から、食習慣の変容ステージごとに、食習慣改善ための具体的情報の提
供、行動変容の意欲や実行を継続するための支援策充実の必要性が示された。 
 
【成果 2】女子学生の食の嗜好性と食行動・食品群別摂取状況との関連（論文③） 
女子学生を対象とした 2年間の縦断調査の結果から、食品群別摂取（油脂類、炭水化物、蛋白
質）、時間帯別間食頻度の増加に影響を与え得る食嗜好の傾向を明らかにした。 
1. 食嗜好と栄養摂取状況の関連：揚げ物・炒め物、肉料理の嗜好性が高い学生は、学年に関わ
らず油脂類の摂取量も増加傾向を示した。また、肉料理の嗜好性が高いほど、炭水化物、蛋白質
の摂取量も増加傾向を示した。3年時において、スナック菓子及び甘いお菓子の嗜好性が高いほ
ど、油脂類の摂取量も増加傾向を示した。 
2. 食嗜好と間食行動の関連：特に 2年時、3年時において、スナック類の嗜好性が高いほど、
午後・夕食前の間食摂取頻度も増加傾向を示した。甘いお菓子の嗜好性と時間帯別間食摂取頻度
との関連は、特に大学 2年時において認められ、嗜好性が高いほど、午後・夕食前の間食摂取頻
度も増加傾向を示した。 



これらの結果から、女子学生の脂肪、炭水化物、たんぱく質の摂取量増加に関連する揚げ物や
炒め物、肉料理の嗜好性、間食頻度に関連するスナック菓子や甘いものへの嗜好性が示唆された。
これまで着目されることが少なかった学生の食嗜好と食行動との関連を明らかにして、学生の
食生活支援に有用な新しい健康情報を提示した。 
 
【成果 3】調理技術の自己評価の向上が女子学生の栄養素等摂取状況に及ぼす影響(論文⑤) 
女子学生による調理技術の自己評価と栄養素等摂取状況との関連を縦断的に分析して、調理
技術の自己評価が栄養素等摂取状況に与える影響を検討した。1学年から 2学年にかけて、栄養
素等摂取状況の低得点群から高得点群に上昇した群（以下、上昇群）の調理技術得点を縦断的に
比較したところ、2 学年における野菜の煮物、にんじん、ピーマン、キャベツの三色野菜炒め、
調理技術総合得点が有意に高値を示した。また、上昇群の栄養素等摂取状況得点は、2学年にお
いて緑黄色野菜、果物・淡色野菜、カルシウム、油脂類、栄養素等摂取状況の総合得点がいずれ
も有意に高値を示した。1学年から 2学年にかけて、低得点群から高得点群に上昇した要因とし
て、野菜の調理技術向上と緑黄色野菜、淡色野菜・果物等の摂取状況の改善が示唆された。 
 
【成果 4】男子学生の喫煙行動と喫煙に対する恩恵・負担の認識との関連（論文⑥） 
男子学生の喫煙行動に影響を及ぼす Pros（喫煙に伴う恩恵）、Cons（喫煙に伴う負担）の認識
の効果を検討した。解析の結果、Pros の合計得点は、20 歳未満、20 歳以上いずれも喫煙群が非
喫煙群よりも有意に高値を示し、喫煙に伴う恩恵をより認識していることが明らかとなった。一
方、Cons の合計得点は、20 歳以上において、非喫煙群が喫煙群よりも有意に高値を示し、喫煙
に伴う負担をより認識している傾向が示された。喫煙に伴う Pros と Cons の認識は、男子学生の
喫煙行動に影響し得る要因であり、若年男性に対する喫煙防止教育において意思決定バランス
を検討することの有用性が示唆された。 
 
【成果 5】女子大学生の飲酒行動の変化と飲酒に対する恩恵・負担の認識との関連（論文⑦） 
女子大学生の飲酒行動の実態を把握するとともに、飲酒行動に関連する要因を検討し、飲酒行
動の改善に向けた教育的支援の検討に活用し得る健康情報を提示した。縦断的調査の結果から、
学年の上昇とともに「飲酒に伴う恩恵（Pros）」の合計得点及び飲酒頻度は上昇傾向を示し、2、
3学年において、両要因に有意な相関が見られた。飲酒によって得られる恩恵の意識が高まると、
飲酒頻度も上昇することが示唆された。2、3学年において、「飲酒に伴う負担（Cons）」の合計得
点と飲酒頻度に有意な相関が見られ、飲酒に伴う負担の意識が高まると、飲酒頻度は低下するこ
とが示唆された。女子大学生の飲酒を抑制するための健康教育に、飲酒行動の意思決定バランス
を活用できる可能性が考えられた。 
 
【成果 6】女子大学生の間食行動と心理的ストレスとの関連（論文⑨） 
女子大学生の間食行動と心理的ストレスの縦断調査結果から、間食行動に及ぼす心理的スト
レスの影響を検討した。初年次は、友人との人間関係や部活動での人間関係を中心とした心理的
ストレスが高いほど間食頻度は高く、対人ストレスの程度が高いほど一人で間食する頻度も高
い傾向が見られた。2年次は、非一人暮らしの群にのみ、時間帯別間食頻度得点と対人ストレス
合計得点との間に有意な相関関係を認め、ストレスの程度が高いほど午後の間食や一人で間食
する頻度も高い傾向が見られた。3年次は、一人暮らしの群にのみ、対人ストレス合計得点と間
食頻度得点に有意な相関関係を認め、対人ストレスが高いほど、間食頻度も高い傾向が見られた。
以上、女子学生の対人関係のストレス等が間食行動に影響する可能性を見出した。 
 
【成果 7】日本人向け包括的ヘルスリテラシー尺度の開発と妥当性検証（論文②、④、⑧、⑩） 
近年、健康行動を左右する要因として注目されているヘルスリテラシーの実態を把握するた
めの新しい尺度開発に着手した。文献レビューや日本の学生・社会人を対象とした健康情報の入
手・理解・活用及び健康行動に関する全国的な調査結果に基づき、包括的ヘルスリテラシー尺度
を作成するとともに、尺度の信頼性・妥当性を検証した。包括的ヘルスリテラシー尺度を用いた
学生等若い世代及び勤労者のヘルスリテラシー測定に基づく生活習慣病予防のための新しい健
康支援策に関する手立てを提案した。 
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